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ー一会員一人ひとりの

カが集まって.

私たちが「地域で生きる障害者を支える会」の強化と、グループホームの設立趣意書をまとめてか

ら、丁度2年めの秋です。お陰様で皆様のご協力により「ょっばホーム」が誕生しました。

会員、賛助会員をとわず、一人一人の支える気持ちの結晶です!

4語審教
この準備期間を通し、地域の皆様に多大なご支援をいただきましたが、サンヴァリエ日古の一室を

かりで行った、長いレスパイト宿泊体験事業で、は、サンヴァリエ日吉自治会の皆様による、継続した

熱いご支援、 ことに給食ボランティアをとぎれることなくコーディネートしてくださった若木信子会

長を中心としたボランティアグループの皆様には、心よ与敬意を表L感謝申し上げます。また、いろ

いろな方が時々訪れてお声掛けいただくことで、メンバーたちも家庭とは違った場所で泊まることが

楽しく、白然にその場所にもなじんで行きました。

この経験が生きて、新しいクル←ブホームでも、楽しい生活が始まっています。

ょっばホームでは、医師や訪問看護ステーションとの連携をとり、一人ひとりにあった支援を心掛

け、体制を整えていきたいと思います。新吉田町の皆様も暖かく迎えてくださり、新吉田連合町内会

会長の金子正雄さん、新Z5田地区社協会長の石井正雄さん、地元の新吉田西部町会会長の手塚和夫さ

んも、運営委員として積極的に応援していただいています。心よりお礼申し上げます。

私たちも、会員一人一人が手を携え、これからも支援の輪を広げていきたいと思いますo r~ 
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でも、 関所式の UI立、雨がふってる中、大勢の方々がjお祝いにかけつけて Fさっ

T 』、 とてもうれしえ患いましたり私はくうぜん ふfこば作業所」にいた時、 お世話

になった池内先生に会うことが出来ました ο

在、はこの新しいグル プホ ムで楽L:'，¥生活をつくって、 いろんなことそやって
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第館目のグループホ ム 「ょっばホーム」 のオプン

10月iO日は朝からドンャブりの雨。 守争め雨で乾杯 J" 
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おめでとうごさいます。

という感じでしたの

“しもだ"から昼食後、職員さん、所員さんと 緒iこ雨にぬれながら内覧会に行か

せていただきました。

大きな平屋の家か雨の中、 ありましたり 「すご~い家だ」と、これが第一印象でし

た。大勢の見学者で玄関は靴であふれていましたっ

お母様方にお迎えされ、 中に入りました η 家の中を見学。風呂場、 トイ L、 台所、

各入所者の部屋、職員の部屋と、中心は広い居間でした叫

この居間に明るい顔をした4人がいました。

なぜかほっとした気持ちになりましたが、 それと同時にここまで成し遂げた親御

さんのご努力を思い、頭が下がりましたの それと、うれしいような、 ほっとし7こよう

t.i.、 さみしいような、 おつかれのような、複雑なお顔をなさっていたことに気がつ

きました ω 第2館目が早く出来ますように祈るばかりです 3

職員のお二人さんはこれからが大変でしょうが、地域への心遣い等、どうか良い手

ノドとなるように頑張って下さい 3
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10月10日、 雨の降る中「ょっばホーム lの開所式を迎えました。悪天候の中、多

数の方がお祝いに来て下さり、 ありがたく思います 3

大勢の方々のご助力、 ご協力により完成した ょっぱホ ム」 です。

2連泊、 3連泊、 4連1臼と重ねて人居準備を進めてきましたり

個々の状態に合わせた居室のっくり、 トイレ、浴室と案内、 説明をしながら本当

に3寺らしく居、った私です〉素晴らしいホームが出来上がりました。 あり力、とうござ

いましたの EL前から、 出来れば身近で見守っていけるという暮らし方はさせられな

いものかとJt立っていましたが、 このような、割合近くにグループホームが出来たこ

とほ本当に嬉しく、 ありがたく 感謝の気持ちでいっぱいです J

地域の皆様方のあたたかさに支えられて、 これから斗ノへの暮らしが始まります
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駅員さんに 声をかけりれました。

いつもは、軽くおじぎを寸るだけごすから

13手〈りい前は車 fスで電車i二乗る

見にfTって

うれしかJコたです。

班、が車イスiこ乗りはじめた
のは ととも不便でした。

定、は「白〉泉駅を利用し たいで~す。 I 厚木の愛甲駅を

ほしい」と前長に 2回手紙を書きました(

お返事が来て 電話を Lて行けば介助してくれるそろです
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